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例示 GW・RW・CF・WFなど 羊毛・PETウールなど ウレタンボード XPS 現場発泡ウレタン EPS

製造プロ

セスの概

略

原料を購入し自社で

繊維化、成形を行って

いる場合

繊維系材料を購入し

自社で成形を行って

いる場合

素原料を購入し自

社で素材を製造、

成形を行っている

場合

素材を購入し自社

で成形のみを行っ

ている場合

原材料の

管理

・購入先

・グレード（品種仕様）

＜原料特性＞

・購入仕様書及びそ

の内容（組成など）

・仕様書に基づく受入

検査状況

・購入先

・グレード（品種仕様）

＜材料特性＞

・購入仕様書及びそ

の内容（組成、繊維形

状、繊維径、繊維長な

ど）

・仕様書に基づく受入

検査状況

各原材料の試験成績

書の確認

・ポリイソシアネート、

ポリイソシアネート系原

液種類、イソシアネー

ト基比率、粘度

・ポリオール、ポリオー

ル系原液種類、水酸

基価、粘度、PH

・発泡剤種類

・整泡剤種類

・面材種類、秤量、外

観

・購入先

・グレード、品番

・品質規格

・品質検査成績

書

各原材料の試験成績

書の確認

・ポリイソシアネート、

ポリイソシアネート系原

液種類、イソシアネー

ト基比率、粘度

・ポリオール、ポリオー

ル系原液種類、水酸

基価、粘度、PH

・発泡剤種類

・整泡剤種類

・購入先

・グレード、品番

・品質規格

・品質検査成績

書（原料粒径、

発泡性能）

・購入先

・グレード

＜素原料特性＞

・購入スペック

・検定表（組成、純

度）

・購入先

・グレード

＜素原料特性＞

・購入スペック

・検定表（組成、純

度）

素材の製

造（繊維

系の場合

は繊維の

製造）

・原料調合比

・繊維径

・長さ

・上記品質項目に基

づく工程検査状況

・ポリオール混合液処

方（原材料）、配合

比、撹拌時間、投入順

序、反応性（クリームタ

イム、ゲルタイム）、フ

リー発泡密度

・押出量、温度

・発泡剤量、添

加剤量

・気泡径、配向

製品の製

造

・添加剤比率（添加剤

がある場合）

・密度厚さ

・圧縮比

・圧縮後の厚さ（圧縮

梱包の場合）

・上記品質項目に基

づく工程検査状況

・添加剤比率（添加剤

がある場合）

・密度厚さ

・圧縮比

・圧縮後の厚さ（圧縮

梱包の場合）

・上記品質項目に基

づく工程検査状況

・混合比

・吐出量

・液温度

・密度

・気泡径

・配向

・製品厚さ

・ポリオール混合液処

方（原材料）、配合

比、撹拌時間、投入順

序、反応性（クリームタ

イム、ゲルタイム）、フ

リー発泡密度

・発泡倍率ある

いは嵩密度

・内部融着

・セル荒れ

・未充填あるいは

欠損

品質の検

定

・断熱性能

・上記品質項目に基

づく製品性能検査状

況

・断熱性能

・上記品質項目に基

づく製品性能検査状

況

・熱伝導率

・密度

・厚さ

・外観（表面、断面）

・熱伝導率

・製品厚さ

・熱伝導率

・製品厚さ

・熱伝導率

・製品厚さあるい

は欠損の有無

・製品重量

素原料を購入し自社で配合・発泡成形

を行っている場合

発泡性原料を購入し自社で発泡成形の

みを行っている場合

繊維系断熱材 発プラ系断熱材 その他


